
(57)【要約】

【課題】液晶表示素子及びその製造方法において、配向

膜形成時にウェルを形成した後にインクジェット装置を

用いて前記ウェル内にボールスペーサを形成することに

よって、ボールスペーサが画素領域に移動するのを防止

し、画像品質を向上させる。

【解決手段】画素領域及び非画素領域を含む基板を用意

する工程と、前記非画素領域のうち所定の領域を除いた

基板の全面に配向膜を塗布し、前記所定の領域にウェル

を形成する工程と、インクジェット装置を用いて前記基

板上のウェルボールスペーサを形成する工程と、を備え

る液晶表示素子の製造方法及びその方法によって製造さ

れる液晶表示素子を提供する。

【選択図】図２Ｃ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 領 域 及 び 非 画 素 領 域 を 有 す る 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 非 画 素 領 域 の う ち 所 定 の 領 域 を 除 い た 基 板 の 全 面 に 配 向 膜 を 塗 布 す る こ と に よ っ て
前 記 所 定 の 領 域 に ウ ェ ル を 形 成 す る 工 程 と 、
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て 前 記 基 板 上 の ウ ェ ル に ボ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 と 、
を 備 え る 、 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 を 用 意 す る 工 程 は 、
　 透 明 基 板 上 に 互 い に 交 差 さ れ て 画 素 領 域 を 定 義 す る ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 と 、 前 記
ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 の 交 差 領 域 に 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 電 極 、 及 び ド レ イ
ン 電 極 を 備 え て な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 と 接 続 さ
れ る 画 素 電 極 を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ウ ェ ル を 形 成 す る 工 程 は 、
　 前 記 ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配 線 、 ま た は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 形 成 領 域 を 除 い た 基 板 の 全 面 に
配 向 膜 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配 線 、 ま た は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 形 成
領 域 に ウ ェ ル を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 板 を 用 意 す る 工 程 は 、
　 透 明 基 板 上 に 光 の 洩 れ を 防 止 す る 遮 光 層 と 、 前 記 遮 光 層 上 に 形 成 さ れ た 緑 色 、 赤 色 、 青
色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶
表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ウ ェ ル を 形 成 す る 工 程 は 、
　 前 記 遮 光 層 の う ち 所 定 領 域 を 除 い た 基 板 の 全 面 に 配 向 膜 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 前 記
遮 光 層 形 成 領 域 に ウ ェ ル を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 配 向 膜 を 塗 布 す る 工 程 は 、
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て ボ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 は 、
　 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 を イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に 装 着 す る 工 程 と 、
　 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 基 板 上 で 移 動 さ せ て 基 板 上 の 所 定 領 域 に 前 記 混 合 溶 液 を 滴 下
す る 工 程 と 、
　 前 記 滴 下 さ れ た 混 合 溶 液 を 乾 燥 さ せ て ボ ー ル ス ペ ー サ の み を 残 す 工 程 と 、
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 基 板 に 対 向 す る 対 向 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 両 基 板 を 合 着 す る 工 程 と 、
を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 は 、
　 前 記 対 向 基 板 の い ず れ か 一 つ の 基 板 上 に 液 晶 を 滴 下 し た 後 に 両 基 板 を 合 着 す る 工 程 か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 は 、 前 記 両 基 板 を 合 着 し た 後 に 、 前 記 両 基 板 間 に
液 晶 層 を 注 入 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 画 素 領 域 及 び 非 画 素 領 域 を 有 す る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 両 基 板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 非 画 素 領 域 に ウ ェ ル を 備 え
た 配 向 膜 と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 形 成 さ れ 、 前 記 配 向 膜 の ウ ェ ル 内 に 形 成 さ れ た ボ ー ル ス ペ ー サ と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と 、
を 備 え て な る 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 素 子 に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 、 セ ル ギ ャ ッ プ 維 持 の た め に 液 晶 表 示 素
子 の 両 基 板 間 に 形 成 さ れ る ボ ー ル ス ペ ー サ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 表 示 画 面 の 厚 さ が 数 セ ン チ メ ー ト ル （ ｃ ｍ ） に 過 ぎ な い 超 薄 型 の 平 板 表 示 素 子 (Flat Pa
nel Display)、 な か で も 液 晶 表 示 素 子 は 、 動 作 電 圧 が 低 い た め に 消 費 電 力 が 少 な く 且 つ 携
帯 用 に 向 い て い る 点 か ら 、 ノ ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ 、 モ ニ タ 、 宇 宙 船 、 航 空 機 な ど 広 範
で 多 様 な 分 野 に 応 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 液 晶 表 示 素 子 は 、 一 般 に 、 所 定 間 隔 を お い て 相 対 向 し て い る 下 部 基 板 及 び 上 部 基
板 と 、 こ れ ら 両 基 板 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 さ ら に 、 こ れ ら 両 基 板
の 間 に は 、 液 晶 表 示 素 子 の セ ル ギ ャ ッ プ を 均 一 に 維 持 す べ く ス ペ ー サ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ス ペ ー サ は 、 従 来 、 球 形 状 の ボ ー ル ス ペ ー サ を 適 正 濃 度 で 溶 液 中 に 混 合 し 噴
射 ノ ズ ル か ら 高 圧 で 散 布 す る こ と で 基 板 上 に 形 成 し て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 噴 射 ノ ズ ル を 用 い た 散 布 方 式 に よ れ ば 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 希 望 す る
領 域 に 正 確 に 形 成 さ れ ず 、 基 板 上 の 画 素 領 域 に 形 成 さ れ る こ と も あ る た め 、 画 像 品 質 が 劣
化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 ボ ー ル ス ペ ー サ を 、 噴 射 ノ ズ ル を 用 い て 散 布 す る 方 式 の 代 わ り に 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト 装 置 を 用 い て 基 板 上 に 形 成 す る 方 式 が 考 案 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の よ う な 従 来 イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 を 用 い た ボ ー ル ス ペ ー サ 形 成 工 程 を 概 略 的
に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 画 素 領 域 と 非 画 素 領 域 と に 区 分 さ れ た 基 板 １ ０ 上 の 非 画 素 領 域 に 、
イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ を 矢 印 方 向 に 移 動 さ せ な が ら ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 を 収 容 す る イ ン キ ヘ ッ ド
と 、 該 溶 液 を 基 板 １ ０ 上 に 滴 下 す る た め の ノ ズ ル と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 該 イ ン キ ヘ ッ ド が 基 板 １ ０ 上 で 移 動 し な が ら 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 を ノ ズ
ル か ら 滴 下 し 、 基 板 １ ０ へ の 滴 下 工 程 が 完 了 し た 後 に は 、 滴 下 さ れ た 溶 液 の 溶 媒 を 乾 燥 さ
せ 、 ボ ー ル ス ペ ー サ の み を 残 す こ と で 、 ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ の 形 成 工 程 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ を 用 い る 方 法 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ を 構 成 す
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る ノ ズ ル を 適 宜 調 節 す る こ と に よ っ て 、 ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ を 基 板 上 の 望 む 領 域 に 形 成 し
、 ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ を 非 画 素 領 域 に の み 形 成 で き る の で 、 画 像 品 質 の 低 下 と い っ た 問 題
点 が 解 消 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ を 基 板 １ ０ 上 の
非 画 素 領 域 に 形 成 で き る と し て も 、 基 板 １ ０ の 移 送 中 に 、 非 画 素 領 域 に 形 成 さ れ た ボ ー ル
ス ペ ー サ ５ ２ が 画 素 領 域 へ 移 動 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 が 前 記 ノ ズ ル か ら 滴 下 さ れ る 場 合 、 滴 下 さ れ る
溶 液 の 玉 同 士 の 距 離 は 非 常 に 近 い た め に 、 滴 下 さ れ る 玉 同 士 が 集 ま る こ と が あ り 、 こ の よ
う に 集 ま っ た 溶 液 に よ っ て ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ２ が 画 素 領 域 へ 移 動 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 要 す る に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 備 を 用 い る 場 合 に も 、 基 板 の 移 送 中 に ま た は 滴 下 さ れ る 溶
液 の 玉 が 集 ま っ て ひ と か た ま り に な る 現 象 に よ っ て 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 画 素 領 域 か ら 非 画
素 領 域 に 移 動 す る 場 合 が あ り 、 こ れ は 画 像 品 質 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 、 結 果 と し て 所 定 の 効 果
が 得 ら れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ を 非 画 素
領 域 に の み 形 成 す る 上 に 、 形 成 さ れ た ボ ー ル ス ペ ー サ が 画 素 領 域 へ 移 動 す る の を 防 ぐ 方 法
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 画 素 領 域 及 び 非 画 素 領 域 を 有 す る 基 板 を 用 意 す
る 工 程 と 、 前 記 非 画 素 領 域 の う ち 所 定 の 領 域 を 除 い た 基 板 の 全 面 に 配 向 膜 を 塗 布 し て 前 記
所 定 の 領 域 に ウ ェ ル を 形 成 す る 工 程 と 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て 前 記 基 板 上 の ウ ェ ル
に ボ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 と 、 を 含 む 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 配 向 膜 を 基 板 全 面 に 形 成 す る の で は な く 、 基 板 の う ち 所 定 の 非 画
素 領 域 を 除 い て 配 向 膜 を 形 成 す る こ と に よ っ て 配 向 膜 に 所 定 の ウ ェ ル を 形 成 し た 後 に 、 イ
ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て 前 記 ウ ェ ル 内 に ボ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る た め 、 ボ ー ル ス ペ ー
サ が 画 素 領 域 に 移 動 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 画 素 領 域 及 び 非 画 素 領 域 を 有 す る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基
板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 非 画 素 領 域 に ウ ェ ル を 備 え た 配 向 膜 と
、 前 記 両 基 板 間 に 形 成 さ れ 、 前 記 配 向 膜 の ウ ェ ル 内 に 形 成 さ れ た ボ ー ル ス ペ ー サ と 、 前 記
両 基 板 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 備 え て な る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 は 、 配 向 膜 形 成 時 に ウ ェ ル を 形 成 し た 後 に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト
装 置 を 用 い て ウ ェ ル 内 に ボ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る た め 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 画 素 領 域 に 移
動 す る こ と が な く 、 結 果 と し て 画 像 品 質 が 向 上 す る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 及 び そ の 製 造 方 法 の 好 適 な 実
施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ Ａ 乃 至 図 ２ Ｃ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 ま ず 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 画 素 領 域 及 び 非 画 素 領 域 を 有 す る 基 板 １ ０ ０ を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 基 板 １ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 素 子 向 け 基 板 の 一 つ で あ り 、 そ の 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が
形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 で あ っ て も 良 く 、 そ の 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ た
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 ま た は カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 で あ っ て も 、 液 晶 表 示 素 子 の モ ー ド に よ っ て そ の 上 に 形 成 さ れ る 構 成 要 素 は 異 な っ て
く る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 に 、 基 板 １ ０ ０ が ツ イ ス ト ネ マ テ ィ ッ ク （ Ｔ Ｎ ） モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 用 の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 基 板 で あ る と 、 透 明 基 板 上 に 互 い に 交 差 形 成 さ れ て 画 素 領 域 を 定 義 す る よ う に ゲ
ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 の 交 差 領 域 に
ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 含 ん で 構 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ
れ て お り 、 ま た 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 と 接 続 さ れ る よ う に 画 素 領 域 に 画
素 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 基 板 １ ０ ０ が Ｔ Ｎ モ ー ド 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 の 場 合 は 、 ゲ ー ト 配 線 、 デ
ー タ 配 線 、 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 さ れ た 領 域 が 非 画 素 領 域 と な り 、 画 素 電 極 の 形 成
さ れ た 領 域 が 画 素 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 二 に 、 基 板 １ ０ ０ が 横 電 界 駆 動 （ Ｉ Ｐ Ｓ ） モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 用 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
基 板 で あ る と 、 透 明 基 板 上 に 互 い に 交 差 形 成 さ れ て 画 素 領 域 を 定 義 す る よ う に ゲ ー ト 配 線
及 び デ ー タ 配 線 が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 の 交 差 領 域 に ゲ ー ト
電 極 、 ソ ー ス 電 極 、 及 び ド レ イ ン 電 極 を 含 ん で 構 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ て
お り 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 と 接 続 さ れ る よ う に 画 素 領 域 に 画 素 電 極 が 形
成 さ れ て お り 、 ま た 、 こ の 画 素 電 極 と 平 行 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 基 板 １ ０ ０ が Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 で あ る と 、 ゲ ー ト 配 線 、
デ ー タ 配 線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 さ れ た 領 域 が 非 画 素 領 域 と な り 、 画 素 電 極 及 び 共
通 電 極 の 形 成 さ れ た 領 域 が 画 素 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 三 に 、 基 板 １ ０ ０ が Ｔ Ｎ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ る と 、 透 明
基 板 上 に 光 の 洩 れ を 防 止 す る 遮 光 層 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 遮 光 層 上 に 緑 色 、 赤 色 、 青 色
の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 上 部 に 共 通 電 極 が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 基 板 １ ０ ０ が Ｔ Ｎ モ ー ド カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 場 合 に は 、 遮 光 層 の 形 成 さ れ
た 領 域 が 非 画 素 領 域 と な り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 形 成 さ れ た 領 域 が 画 素 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 四 に 、 基 板 １ ０ ０ が Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 用 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ る と 、 透
明 基 板 上 に 光 の 洩 れ を 防 止 す る 遮 光 層 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 遮 光 層 上 に 緑 色 、 赤 色 、 青
色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 基 板 平 坦 化 の た め に カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の
上 部 に オ ー バ ー コ ー ト 層 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 基 板 １ ０ ０ が Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 場 合 に は 、 遮 光 層 の 形 成 さ
れ た 領 域 が 非 画 素 領 域 と な り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 形 成 さ れ た 領 域 が 画 素 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 基 板 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ る 構 成 要 素 の 材 質 や 形 成 方 法 な ど は 、 当 業 者 に 自 明 な 範 囲 内 で
変 更 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 非 画 素 領 域 の う ち 所 定 の 領 域 を 除 い た 基 板 １ ０ ０ の 全 面
に 配 向 膜 ２ ０ ０ を 塗 布 し 、 該 所 定 の 領 域 に ウ ェ ル ２ ５ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ ら ウ ェ ル ２ ５ ０ は 、 非 画 素 領 域 の う ち 所 定 の 領 域 に 形 成 さ れ る が 、 基 板 １ ０ ０ が 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 で あ る と 、 ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配 線 ま た は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 さ
れ た 領 域 に 形 成 す る こ と が 好 ま し く 、 基 板 １ ０ ０ が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ る と 、 遮 光 層
の 形 成 さ れ た 領 域 に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 配 向 膜 ２ ０ ０ を 塗 布 す る 工 程 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い て 行 う こ と が 好 ま し い が 、
こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ス リ ッ ト コ ー テ ィ ン グ 法 な ど 当 業 界 に お け る 公 知 の 方 法 に よ っ て 遂 行
す れ ば 良 い 。 た だ し 、 配 向 膜 ２ ０ ０ の 塗 布 時 に 、 基 板 １ ０ ０ の 全 面 に 塗 布 す る の で は な く
、 所 定 の 領 域 を 除 い て 塗 布 し な け れ ば な ら な い の で 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 な ど は 適 用 で
き な い 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 用 い る 場 合 に は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 の ノ ズ ル を 適 宜 調 節
す る こ と に よ っ て 配 向 膜 塗 布 領 域 を 調 節 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 塗 布 済 み の 配 向 膜 ２ ０ ０ に つ い て は 、 液 晶 の 初 期 配 向 の た め の 方 向 性 付 与 の た め に 配 向
処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 配 向 処 理 は 、 ラ ビ ン グ 配 向 処 理 法 ま た は 光 照 射 配 向 処 理 法 な
ど を 使 用 す る と 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 配 向 膜 ２ ０ ０ は 、 使 用 さ れ る 配 向 処 理 法 に よ っ て そ の 種 類 が 異 な り 、 例 え ば 、 ラ ビ ン グ
配 向 処 理 法 が 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 ポ リ ア ミ ド ま た は ポ リ イ ミ ド 系 化 合 物 、 Ｐ Ｖ Ａ （ poly
vinylalcohol） 、 ポ リ ア ミ ド 酸 な ど の 物 質 が 適 用 で き 、 光 照 射 配 向 処 理 法 が 使 用 さ れ る 場
合 に は 、 Ｐ Ｖ Ｃ Ｎ （ polyvinylcinnamate） 、 Ｐ Ｓ Ｃ Ｎ （ polysiloxanecinnamate） 、 ま た
は Ｃ ｅ ｌ Ｃ Ｎ （ cellulosecinnamate） 系 化 合 物 の よ う な 光 反 応 性 物 質 が 適 用 で き る が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ の 後 、 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ ０ を 用 い て 基 板 １ ０ ０ 上 の ウ ェ
ル ２ ５ ０ に ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ ０ は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 を 収 容 す る イ ン キ ヘ ッ
ド と 、 該 溶 液 を 基 板 上 に 滴 下 す る た め の ノ ズ ル と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 し た が っ て 、 ボ ー ル ス ペ ー サ の 形 成 は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ が 混 合 さ れ た 溶 液 を イ ン ク ジ ェ
ッ ト 装 置 ３ ０ ０ に 装 着 し 、 こ の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 ３ ０ ０ を 基 板 １ ０ ０ 上 で 移 動 さ せ な が
ら 基 板 １ ０ ０ 上 の ウ ェ ル ２ ５ ０ 内 に 混 合 溶 液 を 滴 下 し た 後 、 こ の 滴 下 さ れ た 混 合 溶 液 を 乾
燥 さ せ て ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ ０ の み 残 す 工 程 に よ っ て な さ れ る 。 た だ し 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト
装 置 ３ ０ ０ を 移 動 さ せ る 代 わ り に 、 基 板 １ ０ ０ を 移 動 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 続 い て 、 図 示 し て い な い が 、 基 板 １ ０ ０ に 対 向 す る 対 向 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、 こ れ ら
両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 こ れ ら 両 基 板 を 合 着 す る 工 程 が 行 わ れ る こ と で 、 液
晶 表 示 素 子 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 基 板 １ ０ ０ が 前 述 の （ Ｔ Ｎ モ ー ド ま た は Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド ） 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 の 場 合 、
対 向 基 板 は 前 述 の （ Ｔ Ｎ モ ー ド ま た は Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド ） カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に な り 、 基 板 １
０ ０ が 前 述 の （ Ｔ Ｎ モ ー ド ま た は Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド ） カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 場 合 、 対 向 基 板 は
前 述 の （ Ｔ Ｎ モ ー ド ま た は Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド ） 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 さ せ る 工 程 は 、 液 晶 滴 下 法 ま た は 真 空 注 入 法 に よ っ て 行 わ
れ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 液 晶 滴 下 法 は 、 両 量 基 板 の い ず れ か 一 つ の 基 板 上 に 液 晶 を 滴 下 し 液 晶 層 を 形 成 し た 後 、
両 基 板 を 合 着 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 真 空 注 入 法 は 、 両 基 板 を 、 注 入 口 の 形 成 さ れ た シ ー ル 材 を 用 い て 合 着 し た 後 、 合 着 さ れ
た 基 板 間 の 注 入 口 か ら 毛 細 管 現 象 と 圧 力 差 を 用 い て 液 晶 層 を 注 入 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る 。 以 下 、 こ の 液
晶 表 示 素 子 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 示 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 第 １ 基 板 １ ０ ０ ａ 及 び 第 ２ 基 板 １ ０ ０ ｂ
と 、 こ れ ら 両 基 板 １ ０ ０ ａ ， １ ０ ０ ｂ の 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 形 成 さ れ る 配 向 膜 ２ ０
０ ａ ， ２ ０ ０ ｂ と 、 両 基 板 １ ０ ０ ａ ， １ ０ ０ ｂ 間 に 形 成 さ れ る ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ ０ と 、
両 基 板 １ ０ ０ ａ ， １ ０ ０ ｂ 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 ６ ０ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 基 板 １ ０ ０ ａ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 で あ り 、 そ
の 上 に 形 成 さ れ る 具 体 的 な 構 成 要 素 は 前 述 と 同 様 な の で そ の 説 明 は 省 か れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ 基 板 １ ０ ０ ｂ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 形 成 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ り 、 そ の 上
に 形 成 さ れ る 具 体 的 な 構 成 要 素 は 前 述 と 同 様 な の で そ の 説 明 は 省 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 配 向 膜 ２ ０ ０ ａ ， ２ ０ ０ ｂ は 、 両 基 板 １ ０ ０ ａ ， １ ０ ０ ｂ の い ず れ か 一 基 板 に の み 形 成
さ れ る も の と 示 さ れ て い る が 、 液 晶 配 向 の た め に 両 基 板 に 共 に 形 成 さ れ る こ と が よ り 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 配 向 膜 ２ ０ ０ ａ ， ２ ０ ０ ｂ は 、 基 板 １ ０ ０ ａ ， １ ０ ０ ｂ の 全 面 に 形 成 さ れ る の で は な く
、 所 定 領 域 を 除 い て 形 成 さ れ る こ と に よ っ て ウ ェ ル ２ ５ ０ を 形 成 す る 。 ウ ェ ル ２ ５ ０ は 、
非 画 素 領 域 に 形 成 さ れ る も の で 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ル ２ ５ ０ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
基 板 １ ０ ０ ａ に 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配 線 、 ま た は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の 形 成 さ れ る 領 域 が 好 ま し く 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ル ２ ５ ０ が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
１ ０ ０ ｂ に 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 遮 光 層 の 形 成 さ れ る 領 域 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ボ ー ル ス ペ ー サ ５ ０ ０ は 、 配 向 膜 ２ ０ ０ ａ ， ２ ０ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い な い 非 画 素 領 域 の
ウ ェ ル ２ ５ ０ 内 に 形 成 さ れ る た め 、 画 素 領 域 に 移 動 す る 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ 以 外 に も 、 液 晶 表 示 素 子 の 構 成 要 素 及 び そ の 形 成 方 法 は 、 当 業 者 に は 公 知 の 方 法 に
よ っ て 種 々 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 を 用 い た ボ ー ル ス ペ ー サ 形 成 工 程 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 １ ０ ０ ,１ ０ ０ ａ ,１ ０ ０ ｂ 　 　 基 板
　 ２ ０ ０ 　 　 配 向 膜
　 ２ ５ ０ 　 　 ウ ェ ル
　 ３ ０ ０ 　 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置
　 ５ ０ ０ 　 　 ボ ー ル ス ペ ー サ
　 ６ ０ ０ 　 　 液 晶 層

【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】
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【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】
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